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遣唐使の派遣と春日山祭祀
矢野　建一
はじめに
古代日本から派遣された遣唐使は､膨大な人材と資財を投入しての一大国家事業であった｡な
かでも遣唐使に選ばれた人々は､使節以下､船員･随員･留学生など､当代の選りすぐりの人物
によってしめられていた｡第1期(第一次-七次)は犬上･古土･高向等の中小氏族や渡来系氏
族が多数をしめていたが､第2期(第八次-)以降は､栗田･丹治比･大伴､中臣･藤原･石
上･石川･平群･佐伯などの名族が顔を揃えていた｡もっとも､それはあくまで使人クラスの場
合であって､ 500人を優に超える遣唐使の訳語･船員･技手･講益生･留学生などのなかには､
これらの中小氏族や渡来系氏の出身者が数多く含まれていた(1'｡
こうしたさまざまな氏族集団を率いて東シナ海を押し渡り､さらに長安に至るまでには､想像
を絶する困難が待ち受けていたであろう｡ ･命を賭して使命を遂行するためには､是非､こうし
た人々の心をひとつにする必要があったと考えられる｡遣唐使の派遣にともなう祭儀には宮廷で
行われる｢辞兄の儀｣ ･ ｢賜僕の儀｣等の儀礼のほか､各地の名神にも｢奉幣｣がなされている｡
なかでも住吉の神に航海の安全を祈る｢唐に便を遣わす時の奉幣｣については､ 『延書式』に
｢祝詞｣ (巻八)と｢遣唐使の船居を開く祭り(住吉社)｣ (巻3)が存在することによって､おお
よそ様子をうかがうことはできる｡しかし､宮廷で行われる儀礼は､畢竜､身分制や位階制秩序
に規制され､また個々の神社に対する奉幣も遣唐使集団の｢心をひとつにする｣祭儀とはなりえ
ていないように思われる｡ただ､奈良時代には遣唐使の派遣が決定し､翌年の秋に大使以下使人
が選抜され､留学生等の鎗衛もほぼ終わった翌年の春二月初旬に平城京の東北郭において｢蕃図
に使いする時の祭｣ (巻3)が執り行われた｡さまざまな規制が存在するなか日程的に見て唯一-
人々が参加できる数少ない機会と考えられる｡そこでまずこの祭りを可能な限り復原し､再現す
ることから始めてみたいと思う｡
1　番国に使いする時の祭
養老元(717)年2月1日､第九次遣唐使派遣に当たり､平城京の北東の郊外春日山々系の御蓋
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山(御笠山)の南麓において天神地祇が踊られた｡それを『続日本紀』は
あまつかふくに-)かみ　　ふかさやま　　　　　　ま-)
遣唐使､神　　　祇を蓋山の南に而る｡
と簡潔に記している｡しかし､この祭りは､多治比真人螺守を押使､大伴宿禰山守を大便､藤原
朝臣馬養を副使とする第九次遣唐使の発道に先だって､その平安無事を祈るための祭祀であった｡
この時の式の次第は不明だが､ 『延書式』の臨時祭条には､ ｢蕃国倍を遣わす時の祭｣に関する祭
の次第や､それにともなう祭神科等がこと細かに記されている(2)｡これにもとづいて､第九次遣
唐使の祭りの様子を再現し､その特質を考えてみよう｡
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蕃国に便を遣わす時の祭(便還るの口もこれに准えよ)
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五色の薄　絶各三疋四丈八尺｡絶四疋｡倭文二端｡木綿十五斤｡麻十五斤｡布十六端｡明衣
b)わびかつJ,めヰし
の料の庸布六段｡鰻｡堅魚各卜連｡鮭甘隻｡膳十篭｡海藻二篭｡鯖二斗四升二合｡塩二升四
もたいかめ-)きかしわつくえさ7'),すlさ
合二勺｡缶四口｡瓶五口｡杯二百口｡樹二俵｡白米二斗｡飯二石｡酒一石｡案･壷･蓋･
小)ひさこ　ふるい　　　　　　　　　　　　　　　-)-)lJはこも
鞄･師などを副えよ｡葉　薦甘枚｡
(よかそJ)Lゆう
右､俺を発てんと擬らば､すべて天神地祇を郊野に祭れ｡祭の庭は当国の司､その地を掃俺
i:まもL)
し､また所司苫を葺きならびに座を設けよ｡須うるところの雑物は､神祇官､官に申して請
もう
けよ｡その酒肴等は､所司､各儲けて祭所に会集し､神祇官神都らを率いて(みな明衣を著
a)ぬさ/:てまついかI,c[)i3の
けよ)､祭事を行え｡大便自ら祝詞を陳べ､神都幣を莫れ｡詰りて大便己下　各私の幣を供
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えよ(神都執りて神座に実れ)｡
(原漢文)蕃同便時祭便還之H准此
五色薄絶各三疋四丈八尺｡絶四疋｡倭文二端｡木綿十五斤｡麻十五斤｡布十六端｡明衣料庸布
六段｡鰻｡堅魚各十連｡鮭廿隻｡膳十篭｡海藻二篭｡鯖二斗四升二合｡塩二升四合二勺｡缶四
口｡瓦+井五日｡杯二百日｡樹二俵｡白米二斗｡飯二石｡酒一石｡副案壷蓋報師等｡葉薦甘
枚｡
右擬発使者｡惣祭天神地祇於郊野｡祭庭当国司掃俺其地｡又所司茸苫井設座｡所須雑物｡神
祇官申官話｡其酒肴等｡所司各儲会集祭所｡神祇官率神都等並著明衣｡祭事｡大便自陳祝詞｡
神都莫幣｡言乞大使巳下各供私幣｡神都執実神座｡
養老元年2月1日､すでに御蓋山の南の麓では大和国司によって､祭の庭が掃き清められ､御蓋
山々頂付近には苫(むしろ)を編んで作られた神座が設えられていた｡大和国司が事に供奉した
のは､祭場が平城京郊外､大和国管内に設けられたためである｡祭りに必要な祭料は神祇官があ
らかじめ太政官に申請し､遺漏なく準備されていた｡神事の後に行われる直会(なおらい)のた
めの大量な酒や肴も弁備された｡かくして神祇官は明衣(神事に奉仕する示巳官が着る浄衣)を着
した神都を引率して､神事への供奉を開始した｡四時祭など通常の神祇祭紀であれば中臣氏によ
って奏上される祝詞を大使である多治比真人螺守が担当し､つづいて神都が幣畠をたてまつった｡
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残念ながら祝詞(祭文)の内容がどのようなものであったのかは伝えられていない｡それが終わ
ると､願守以下の遣唐使は､それぞれ｢私幣｣をそなえ､神都がそれをうやうやしく神座-と捧
げた｡こうして天神地祇の祭りがとどこおりなく終了すると､場は直会の宴へと移行した｡そこ
には､大便以下すでに鐙衡の終わった留学生･請益生･還学生などの随員も含まれていた｡ ｢鮭
甘隻｣ ｢杯二百口｣ ･ ｢飯二石｣ ｢酒一石｣などのおびただしい酒肴はこの時のためであった｡養
老度の遣唐使には唐の客卿となり彼の地で没した阿倍仲麻呂や､のちに再度入唐し右大臣となる
下遺(吉備)真備､そして2004年に中国陳西省西安市郊外で墓誌が発見され､一躍話題となった
井真成等の面々も顔を連ねていた｡
以上が､遣唐使に課せられた渡航直前の最初の本格的な儀式であった｡佐伯有清氏はこの祭紀
を遣唐使の海路の平安を神々に祈念すると同時に､一命を賭して任務を遂行しようとする不退転
の決意を分かち合う重要な意義をもっていたとされている(.'S'｡たしかにかかる祭祀は､この後に
朝廷で行われる
(∋天皇の｢引見｣
②大便以下還学生･留学生に対する｢賜禄｣
③｢授位｣
(む八省院での｢拝朝｣
⑤紫忌殿における｢賜緒儀｣
⑥五畿七道の名神-の｢奉幣｣
(∋天皇による｢節刀授与｣と大使らの｢辞兄の儀｣
と続く最初の祭儀であり､今日の結団式に当たるものと見てまちがいない｡
しかし､律令制神祇祭紀を研究する者の立場からいえば､この｢蕃国に便を遣わす時の祭｣は､
いわゆる四時祭などとは大きく異なる特有の性格をもっていた｡遣唐使によって主催される点は
さて措くとしても､まずその行われる場所が､通常､律令制神祇祭配が行なわれる宮中や神祇官
西院､さらには官社などの境内ではなく､とくに平城京郊外の春日山が選ばれて執り行われてい
たことである(4)｡このように宮都の郊外で行われる｢郊示巳之礼｣は別に論じたが､極めて限られ
た場合にのみ執り行われている｡また､この遣唐使の祭りでは｢天神地祇｣を両るとされている
が､その対象が具体的にはどのような神格を有する神なのか､本格的な検討がなされていないの
も注意すべきところであろう｡
2　春日なる御蓋山
養老元年の御蓋山につづいて､遣唐使の派遣に当たって｢天神地祇｣を春日山々系で祭ったこ
とを示唆するものに､次の『万葉集』の贈答歌二首がある｡これは天平勝宝2 (750)年九月に藤
原清河が第十二次遣唐使の大使を拝命したことを受けて､おそらくその翌年の2月頃に詠まれた
ものと考えられる｡
春日にして神を祭るの日に､藤原太后の作ります歌--一首､即ち入唐大便藤原清河に賜ふ
専修大学乗アジア世界史研究センター年報　第1号　2008年3月　く85)
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大船に真棉繁貫きこの吾子を韓国へ遣る斎-神たち(四二四〇)
大便藤原活河の歌一首
い-)みも/)
春日野に爾く三諸の梅の花栄えてあり待て還り来るまで(四二四一)
この藤原太后とはいうまでもなく光明皇太后のことであり､遣唐大便藤原清河は藤原房前の子
であるところから､両者は叔母と甥の関係に当たる｡それゆえ､国文学の世界ではこの｢春日に
して神を祭る日｣を藤原氏の氏神である春日社の祭礼の日とする見方が支配的である(5)｡たしか
にこの時の遣唐大使は藤原清河であり､養老度にも藤原馬菱が副使として名を連ねていた｡しか
し､大宝度や天平度の便人には藤原氏の姿は見られず､ ｢春日にして神を祭る日｣を｢蕃国使を
遣わす時の祭｣と同一一一に理解するのはいささか無理があるように思われる｡
春日神社の創建については､宮地直-(6) ･福山敏男`7) ･西田長男氏(8'などに優れた先行研究
があるが､社伝の神讃景雲2 (768)年創建説の信悪性をめぐって見解は大きく二つに分かれてい
る｡すなわち宮地･福山氏が創建を神護景雲二年以前にさかのぼるとするのに対して､西田氏は
新たに尊経閣文庫所蔵の天暦3年5月23口付の『神祇官勘文』の巻末に附載された春日御社祭文に
注目し､これを延書式の祝詞と比較すると､若干の異同は見られるものの､祭文の末尾には延書
式に見られない神護景雲2年11月9日の目付が付されており､春日社が創建された時に奏上された
祝詞の原形を今日に伝えるものであることを詳細に論証されている(9)｡和銅二年創建を伝える
『神宮雑例集』巻1､天平7年創建伝承を含む『伊呂波字類抄』春日社条注記､ 『春日社私記』所引
の天平勝宝7年格など､天平神護二年以前に春日山と藤原氏の関係をうかがわせるものもなくは
ないが､春日社が春日山の西麓に定まったのは､やはり神護景雲2年以降､奈良時代の末期から
平安時代の初めのことと考えられる(川)｡
ただ､本来国家の祭りとして執り行われた｢蕃国使時祭｣に､このような氏族的要素が混在す
るように見えるのはなぜか注意する必要があろう｡おそらくその最大の理由は､この｢蕃国便時
祭｣には律令制神祇祭紀としては他に例をみない｢私幣｣の奉献が認められていたことに由来す
るものと思われる｡律令国家の神祇祭紀は古代中国ほど厳格ではないものの､伊勢神宮を中心に
私幣禁断が義務づけられていた｡ 『延喜式伊勢大神宮式』には
凡そ王臣以下､鞭く大神宮に幣畠を供うるを得ず｡其れ三后･皇太子､もし供うべきあらば､
臨時に奏聞せよ｡
とあって､たとえ三后･皇太子であろうとも無断で私幣を奉ることは禁止されていた(ll)｡また
『類衆三代格』巻1 ｢祭升幣之事｣によれば､京内の諸社では祭礼の日に許濫が雲集し､いたずら
に幣吊を献ずることから官幣に｢供神の賓｣がないとの理由であらためて私幣禁断の方向が確認
されている｡12)｡こうしたなかで大便以下遣唐使等の私幣が認められているのはきわめて異例な
こととといわざるをえない｡さまざまな氏族から選抜された若者たちの航海の安全を祈る切なる
思い-の特別の配慮であったと考えられる｡
もうひとつこの天平勝宝2年の春日の祭りが藤原氏の氏神の祭りではなく国家的祭紀であった
(86)遣唐使の派遣と春日山祭紀(矢野)
ことをうかがわせるものに､ 『続日本紀』天平勝宝2年2月16日条がある｡
春日の酒殿に幸し､唐人正六位上李元環に外従五位下を授く｡
記事は､ 2月16日に孝謙女帝が｢春日酒殿｣に行幸して､ ｢唐人｣李元環に外従五位下の位を授
けたという何の変哲もないものである｡しかし､それが｢春日の神を祭る目｣のちょうど一年前
に当たっていること､また授位者が他ならぬ唐人であった点が注意される｡この｢春日の酒殿｣
については､ ｢春日離宮｣の酒殿とする説と､天平勝宝八年の｢東大寺山堺四至図十13)に御蓋山
の西麓の木立のなかに見える方形の｢神地｣をさすとする説との間で見解が分かれている'1,1)0
しかし高野山金剛峯寺の古図に､地主神の丹生･高野両明神の三谷の祭場を｢丹生高野酒殿｣な
どと記した例や『播磨国風土記』賀古郡条には山上に坐す神を麓の｢酒殿｣ ･ ｢賛殿｣で祭った
例などを勘案すると(15㌦　天平勝宝3年の遣唐使派遣の際に春日山々系に新設されたか､ないしは
元々存在した祭場を大幅に改修した時の記事とみるのが妥当であろう｡
ところで､春日山々系には､さまざまな古代の祭紀遺跡が点在しているが､それは図1のごと
く､大きく三つのグループに大別される川,)｡このうちまず注目されるのは､紀伊神社脇をへて
御笠山南頂部を通って北側に迂回し､水谷川に沿って西山麓に降下するルート上に点在する磐座
と右横遺構などの存在である｡基壇状の右横遺構は､御笠山南側の七合目と山頂部､さらに北側
の五合目の三箇所に7m四方の遺構が確認されている｡上に構造物をともなっていたか否か不明
だが､祭場の壇と考えるのが自然ではなかろうか｡養老度の遣唐使派遣に先立って行われた｢天
神地祇｣の両に関連する施設と見て誤りないように思われる｡
また､もうひとつ注目されるのは､御笠山の北麓にあって､硯社殿を｢コ｣の字状にかこむ築
地塀の存在である(17-｡中村春蕎氏によれば､その一辺は200mで､南は浅越川に沿って東西に延
び､これを直角に北折した西側は南北線､さらに東研して北側に東西線を形成しているという｡
調査された南側の中央部の屈曲部約20m辺りでは､築地は地山を削平した所に砂利を敷き､この
上に幅2m45cm､高さ55cmの赤色壁土による版築構造が認められた｡さらにその上に直径30cm
内外の石塊を混入した赤壁土をのせ､上を瓦で葺く構造となっていたという｡しかも版築部には
3m間隔で太さ20cmの角材が壁の両面を堅する形で｢チドリ｣状に並べられ､これは版築部から
赤壁土にまで達する痕跡が認められたという(写真1)｡中村氏はこうした建築法について｢古代
建築の常識外の装置であって､これが何を表現するのかその類例がなく､ただ新資料として学会
に提出するにとどめおく｣とされている｡しかし古代中国では都城をめぐる城壁や旬奴などの異
民族の進入を防ぐために秦漠時代から｢版築｣などの城壁築造技術が著しい発展をとげていた｡
ジョセフ-ニーダム『中国の科学と文明』 (第10巻､薮内浦他訳､思索社､ 1979年)は､その工
法を｢上下の空いた取り外し自由な細長い木の箱または型(『版』または『幹』)を用い､壁が高
くなるにつれて順次持ちあげながら､その中で乾いた土がつき固められた｡この堰き板を用いる
工法は､暫く前まで使われていたコンクリートを硬化させる際に押さえる枠組によく似ている｣
と解説している｡この20cmの角柱はこの｢幹｣に相当するものと考えられる｡おそらく右の行
幸･授位記事は､遣唐使の派遣が決定された天平勝宝元年に唐人李元環を工匠の長に任命し､よ
専修大学東アジア世界史研究センター年報　第1号　2008年3月　く87)
うやく翌年の2月にそれが完成したことともなうものであろう｡
なお､築地塀の発掘地点のほぼ中央部の版築部分から､平城宮内発見のものと同じ構造の四方
石造(自然石)の暗渠が確認されている(写真2)｡これはかかる施設が平城宮の造営とそう時を
隔てない時期に築造された国家的施設であったことを物語っている｡
また築地遺構からは数片の陶器が確認されているが､編年は御笠山々頂付近の磐座遺構周辺か
ら採集された土師片よりやや年代が卜ると見られている｡ただ､両者が重なる時期も見られるこ
とから遣唐使派遣にともなう春日山の祭配は御笠山々頂部南側から徐々に酉の麓へと移行しつつ
あったと考えられる｡
3　｢天神地祇｣の正体
では遣唐使の派遣に際して春日山々系で祭られた｢天神地祇｣とは､具体的にはどのような
神々だったのであろうか｡日本令がその篇目や条文の排列等において大きな影響を受けたとされ
る唐の両令によれば､祭紀を天神の配､地祇の祭､宗廟の享とに区別し､それぞれまつる場所や
斎戒の期間､玉隻等において差異が設けられていた(17)｡そしてじっさいに両令の逸文では､芙
帝上帝･五万上帝･日･月等､天にある神々に対しては紀､皇地祇･神州地祇･社稜･山岳や梅
酒のような地にある自然物に対しては祭､大廟に対しては享の字を用いるなど､明確な使い分け
がなされていた(I("｡一方､日本の神祇令では
のり
凡そ天神地祇は､神祇官､常の典によりて祭れ｡
とあって､仲春の祈年祭以下22の祭りを列挙している｡詞令の精神に立てば､当然この22の祭り
には天神を祭る紀と､地祇を祭る祭とに区別されるはずである｡しかし右の天神地祇条には､い
ずれも｢祭｣とのみあって両者を明確に区別していない｡もちろん『令集解』天神地祇条の引く
義解は､ ｢天神は､伊勢､山城鴨､住吉､出雲国造の潜く神などの類是なり｡地祇は､大神､大
倭､葛木鴨､出雲大汝神などの類是なり｣と注釈し､一応､両者を区別しているようにも見受け
られる｡しかし『延喜神名式』所載の3132座の神々すべてにこのような区別があったとは考えが
たく､ ｢神祇令にはこうした区別がなく､祭または祭祀の語を通用している十19)との理解に従う
べきであろう｡
こうした視点にたつと春日山々系を祭場として祭られた神の性格を明らかにすることははなは
だ困難といわざるをえない｡しかし手掛かりがないでもない｡
宝亀8 (777)年2月､第十六次遣唐使の発道に当たって､やはり春日山々系で天神地祇が祭ら
れたが､その時の様子を『続日本紀』宝亀8年2月6日条は次のように記している｡
かぜととの
遣唐使､天神地祇を春日の山の下に拝す｡去年､風調はずして､渡海することをえず｡
まf=ま/I
使人亦複頻りに以て相替る｡是に至て､副使小野朝臣石根重ねて祭紀を俺するなり｡
(88)遣唐使の派遣と春円山祭配(矢野)
宝亀6年に大便を拝命した佐伯今毛人は､ ｢辞兄の儀｣の後､難波津を出帆し､博多の大津を-
て翌年の閏八月に肥前国松浦の合笠田横で風を待ち､東シナ海に乗り出すばかりとなっていたが､
逆風(西風)が吹き信風(東風)をえられないとの理由で出帆を見合わせていた｡ところが､佐
伯今毛人は副使大伴益立と判官海上三狩以下遣唐使一･行を太宰府にとどめたまま帰京し､病と称
して､遣唐使を辞任してしまったのである｡これに驚いた朝廷は益立ら副使を解任するとともに､
あらたに小野石根を遣唐副使に任命(大便格､持節代行)し､いそぎ右のごとく春日山の祭紀を
実修せしめたのである｡ 『続紀』には見られないものの､当然､佐伯今毛人も前年の二月に慣例
にしたがって春日山で天神地祇の祭りを執り行っていたと考えられる｡それは｢副使小野朝臣石
板重ねて祭紀を俺するなり｣とあることからも明らかであろう｡
なお､こうした還暦大便の交替劇に対して､太宰府にとどまった副便益立や判官三狩等を｢時
の人､これを善しとす｣と評している｡おそらく今毛人の｢重責忌避｣を暗に批判したものであ
ろう｡ただ､宝亀7年の冬から八年春にかけて東シナ海の気圧配置ははなはだ不安定で､ 7年暮れ
かじ
の22日にも潮海入朝傍等が太宰府に到着すべきところ､ ｢悪風｣のために｢柏折れ帆落ちて漂没
す｣という惨惰たる状態で日本海沿岸に漂着している(2｡)｡
すなわち遣唐使にとって､何にも増して風が頼りであり､渡航の成否もすべて風まかせであっ
た｡おそらく遣唐使が発遺される2月初旬に春日山々系において祭られる｢天神地祇｣の中心は
風を司る神であったと考えられる｡
日本古代の風神といえば､ただちに想起されるのが､神祇令に見える｢風神の祭｣であり､こ
れを祭った広瀬･竜田両社の存在であろう｡天武天皇4 (675)年4月に｢小紫美濃王､小錦下佐
伯連広足を遣わして､風神を竜田の立野に両る｣とあるのを初山として次第に崇敬を集めるよう
れい/)､/)かしよくみV)
になり､持続期には国家恒例の祭紀となっている｡ただ令義解には｢珍風吹かず稼稿ますます登
らしめんと欲し､故に此の祭り有り｣とあって､渡航のための風というよりは『延喜祝詞式』に
おおみ/=かJ,たな-)もcr)さき
｢天下公　民の作り作る物は､五つの穀物を始めて､草の片葉に至るなで成し幸わえ奉らむ｣ (巻
八)とあるごとく予祝儀礼のための風神と観念されていた｡もちろん遣唐使発達の際に行われる
｢奉幣｣には名神として､名を連ねていた可能性はあるが､やはり春日山々系において遣唐使の
ために桐られた風神とは峻別して考えるべきであろう｡
こうした春日山々系で両られた風神について､最も大胆な説を提起されたのは菊地康明氏の
｢春日神社と律令官社制｣ (『律令制祭紀論考』菊地康明編､塙書房1991年)であろう｡それによ
れば､唐代には立春後の丑のに国城の東北で｢風師｣ (風の神)を祭っているが､春日々山系で
行われた遣唐使の祭りもこの風師の祭に倣ったものではないかというのである｡
たしかに唐では日月星辰山川薮沢をなどを神格化し､これを｢天神地祇｣と総称した｡そして
冬至祭･正月上辛祈穀祭･四月等祭(あまごい) ･九月五万上帝祭など毎年一定の祭日に長安城
の東南西北郊や明堂で祭られたが､南郊は長安城南明徳門外に4段の円丘を築いて祭壇とし､北
郭は宮城の北西里に3段の方丘の壇を築いて祭壇としたとされている｡一一万､日本においても
｢天神地祇｣を配るとして､長岡京･平安京の南郊に当たる交野において｢笑天上帝｣を配った
事例が認められている｡この郊紀については別に論じたところでもあり､詳細はそれに譲りたい
と思う(21)｡しかし問題の風師の祭については『大唐郊紀録』巻7に
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紀風師　立春後丑日和風師於圏域東北
臣淫案奮椎骨随英数而祭風師於西方取秋風之勃而不従箕星位漢景以成目穫風伯於戊地隔制
以囲城東北七里通化門外為風師壇紀以立春後丑日也｡ (中略)
其檀長安在通化門外十三里潅水束道南
基檀本通化門外道北二里近苑聴､貞元三年間五月二十一日､今上以宮城喧呼叉近章敬悌寺
恐神霊不安詔有司於水東揮地移之､至七月二十一日遣太常卿袈郁以肺酷之撰先告之於旧所
紀乃移於所修憧和也
とあるように､艮安城の東北郊｢通化門外十三里､涯水東の道の南｣に壇(1段)を築いて祭っ
たとされている｡なるほど春日山は平城京(外京)の東北郊に当たり､距離的にも外京の京極を
起点とすればそれ程大きな隔たりはない｡なお付言すれば､この｢通化門外十三里涯水東の道｣
は､第九次遣唐使の随員として阿倍仲麻呂や吉備真備らとともに入唐した井真成が葬られた｢潅
水の束の原｣に程近く､日本からの遣唐使が長安入城の前に式典の行われる長楽駅とも､きわめ
て至近距離にあった｡ただ､祭日については､養老度が二月庚申朔､宝亀度が二月成子とあって､
必ずしも立春後の最初の丑の日とはなっていない｡また平安時代に入ると｢遣唐使を遣わす時の
祭｣も当然のことながら平安京の郊外に遷されている｡
『続日本後紀』承和3 (836)年2月朔日(庚午)条
廃務す､遣唐使のために天神地祇を北野に両るなり｡
『続日本後紀』承和4 (837)年2月朔日(庚午)条
お/=きく/)〟
遣唐使､天神地祇を当国の愛宕郡家の門前に詞る｡諸司このために廃務す｡
この北野は厳密には平安京の北､やや西寄りの一帯をさし､平城京の東北郊の春日山とはやや
位相を異にしている｡この点については､平安時代の諸祭紀との対比において､あらためて検討
してみたいと思う｡ただ､中国においても漠代の風師壇は長安の西に祭られており､ 『郊示巳録』
によれば､唐の早い時期には通化門外のすぐの北側に両られたとあるところから､それほど異と
するには当たらないように思われる｡また､祭日についても2月初旬という点は変わっておらず､
日本古代の臨時の祭祀の祭日の多くがそうであるように､卜占によって決定されたのではなかろ
うか｡
かくして奈良時代の遣唐使の祭は､中国の風神である風師を主祭神とし､隔唐の制に倣って都
の東北郊外の春日山々山系において滴られた｡その目的は順風をえて東シナ海の渡航が平穏無事
であることを祈るためのものであった｡その後､難波津を出帆するまでに行われる｢拝朝｣や
｢辞兄の儀｣などは位階制の秩序に規制され､遣唐使の大半が参加するような儀礼とはなりえて
いない｡これに比して､春日山の祭には大使以下留学生などの随員も参加し､遣唐使の結団式と
しての性格を兼ね備えていた｡遣唐使の幹部は､一般の官庁と同じく四等官制からなり､その規
模は八省に匹敵するほどであった｡しかし､留学生･留学僧などの随員は単なる任命ではなく､
(90)遣唐使の派遣と春日山祭柁(矢野)
みずから本場で学問し修業することを希望する人々や､ ｢才は天縦と栴せ｣られ(井真成墓誌)､
関係機関や渡来系氏族などのなかから推薦を受けた人々であった｡祭場の四隅に設けられた庭火
に浮かび上がった春日山での祭紀の風景は､彼らの原点として深く脳裏に刻まれたことであろ
う｡
余　論-あまの原ふりさけ見れば-
あまの原ふりさけみればかすがなるみかさの山にいでし月かも｡
｢百人一首｣に採られているこの歌は､第九次遣唐使の随員､留学生として入唐した阿倍仲麻
呂が唐土において､はるか故郷に思いを馳せて歌ったとされるもので､ 『古今和歌集』巻九の
｢覇旅歌｣のなかに収められている｡その左注には
この歌はむかしなかまろをもろこしに物ならはしにつかはしたりけるに､あまたの年をへて
えかえりもうでござりけるをこの国より又つかひまかりたりけるにたぐひてもうできなんと
ていでたりけるに､めいしうといふ所のうみべにてかのくにの人うまのはなむけしけり｡よ
るになりて月のいとおもしろくさしいでたりけるを見てよめるとなんかたり伝ふる｡
とあって､藤原活河を大使とする第十二次遣唐使とともに帰国するに際して､明州(寧波)の浜
辺において唐人との別れの席で歌われたものとされている｡この左注に類する話は『今昔物語』
や『土佐日記』にも見えているが､この歌が『古今集』に収録されたのは､仲麻呂の死から130
年あまりを経た段階のことであり､はたしてこの左注が『古今集』撰進された時期のものか否か
をめぐってはさまざまな議論がなされている-22)｡
なかんずく第十二次遣唐使の帰帆地が明州ではなく､蘇州の黄酒浦であることは､すでに杉本
直二郎氏の淡海真人元関の『唐大和上東征伝』にもとづく詳細な研究によって明らかとなってい
る｡またその歌われた場所について､杉本氏は､大使藤原清河の座乗する第--凋'Hl (阿倍仲麻呂も
これに乗船)の前を雅が飛んだために､これを不吉として､出帆を見合わせ､揚子江々上で一夜
を明かしたが､その時に歌われたものとされている(23)｡
しかし仮に帰国を目前にしての歌であれば､もう少し万感胸に迫る思いが歌い込まれていても
ようさそうに思われる｡それは､第八次遣唐使の少録として入唐した山上憶良の帰国を目前にし
た次の歌と比較すると､あまりにきわだった対照をなしているからである｡
山上臣憶良､大唐に在る時に､本郷を憶ひて作る歌
いぎ子ども早く日本へ大伴の御津の浜松待ち恋ひぬらむ｡
t廿日意良の帰国は､慶雲元年のこととされるが､それでも在唐わずか二年足らずであった｡こ
れに対して､仲麻呂は､養老元年に第九次遣唐使にともなわれて入唐し､開元21年に第十次遣唐
割箸大学東アジア世界史研究センター年報　第1号　2008年3月(91)
便とともに帰国することを希望したものの､玄宗皇帝の許可がえられず､この天宝12 (753)戟
には､すでに在唐36年､齢56歳に達していた｡しかしいかに老境に近いとはいえ､帰国を目前に
した時の歌とすれば､あまりに静的であり､かつ懐旧的といわざるをえない｡そもそもこの歌は
｢離別歌｣ではなく｢覇旅歌｣に収録されており､ 『古今集』の成立期には望郷の歌と見られてい
たことを示唆している｡おそらく､帰国を目の前にした歌ではなかったのではなかろうか｡
ただ､この歌に歌い込まれている心象風景は､あの養老元年に御笠山で執り行われた遣唐使の
祭把の場と何らかの関連のある処と考えるのが自然であろう(24)｡さきに春日山における遣唐使
の風神の祭りが長安城の東北郊｢通化門外十三里､潅水東の道の南｣で示巳られる風師の祭に倣っ
たものではないかと憶測したが､歌われた場所は若かりし目､唐の都長安への熱い思いに胸膨ら
ませた､あの春日山々系の御笠山での祭祀を想起させる長安城東北郊潅水の東の道でのことでは
なかったかと思われる｡もとより､それが何時の時点のものかも明らかではないが､大使藤原活
河とともに仲麻呂の乗った第･船は逆風に煽られ､遠く安南へと流され､ついに帰国することは
叶わなかった｡仲麻呂が安南から長安に帰り着いて時期についても不明だが､あるいは安南から
の帰りに､長安城通化門を目前にした時ではなかったであろうか｡すでに歴史学に許される憶測
の域を大きく超えているが､ ｢あまの原ふりさけ見れば-｣の｢ふりさけ見れば｣に万感の思い
が込められているように思われてならない｡
註
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『最後の遣唐使』講談社現代新書1978年､なお2007年講談社学術文庫に同名にて所収､東野治之『正倉院』岩
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参照｡
(2)品目のうち五色薄絶以下布十六端までが神都によって奉られた幣吊で､明衣以下の物品が祭神料に相当する
ものであろう｡なお祭儀の大きな流れの復元には､倉林正次『祭りの構造一饗宴と神事-』 NHKブックス
1975年を参照した｡
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(7) ｢春日神社の創立と社殿配置｣ 『日本建築史の研究』綜芸社198年
(8) ｢春口大社創立の諸問題｣ 『神道考古学講座』 (六)､その後『日本神道史研究(九)』講談社1978年に所収｡
(9)右同
(10)この問題は日本古代の氏と氏神の成立全体にかかわる問題でもある｡この点については義江明子『日本古代
の氏の構造』吉川弘文館1986年を参照o
(ll)私幣禁断については岡田精司｢律令制祭祀の特質｣菊地康明編『律令制祭祀論考』塙書房1991年｡
(12) 『類衆三代格』巻1､寛平5年3月2口格｡
( 92 )遣唐使の派遣と春f一川J祭把(矢野)
(13) 『大日本古文書』四　東大寺園
(14)註(8)参照｡
(15)春日山の祭場ははじめは神山に当たる山頂付近に設けられたが､次第に遣唐使の祭紀の大規模化にともない
麓に降ろされるようになったと考えられる｡
(16)註(4)の中村春寿｢古代祭配遺構｣ P22の図1をベースに若干の補筆を行った｡中村氏の学恩に深謝するも
のである｡
(17) 『春日大社奈良朝築地遺構調査報告書』財団法人春日顕彰会1977年｡
(18) 『唐令拾遺』両令各条参照｡ 『旧唐書』巻21､礼儀志参照｡
(19)菊地康明｢律令体制と神祇イデオロギーー唐の詞令との比較から-｣ 『歴史学研究』 378号､井上光頁『日本
古代のt:_権と祭祀』第･章参照｡
(20) 『続日本紀』宝亀7年12月乙巳条参照｡
(21) ｢TMeH本の｢郊和之礼｣と｢太刀契｣｣矢野建一一･･季浩編『長安都市文化と朝鮮･ n本』汲占書院2007年
(22)さしあたり黒川洋一一一一｢阿倍仲麻呂の歌について-アーサー･ウェイリーの説に関連して｣ 『文学』 43-8､
1975年
(23) ｢阿倍仲麻呂の歌についての問題点｣ 『文学』岩波書店1968年
(24)岸俊男｢阿倍仲麻呂と｢みかさの山｣｣ (『古代宮都の探究』塙書房1984年｡)は『東人寺要録』四諸院章の項
に阿倍氏社の｢伽藍｣が和銅元年に創建された記述があることを紹介し､仲麻呂の心象風景をここに求めて
いるが神仏習合史との関連で本稿のような可能性も相定する必要があろう｡
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柱痕(C II 地区)
中村春害事「古代祭杷遺跡」に 一部加m
( 94 >遣唐使の派遣と春日山祭杷(矢野
